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あり方方針

外部評価

【21 保健センター】
　

　『保健センター』は、地域における母子保健、老人保健等の拠点であり、住民に対し、健康相談、保健指導及び健康診査その

他地域保健に関する必要な事業を行うことを目的に設置された施設です。

　現在、市内には５か所の保健センターが設置されていますが、保健事業を統括する中央保健センター以外では、健診日以外

の利用が低調であるなどの課題を抱える中、市全体として、今後の人口減少等を踏まえた「保健事業・保健センターのあり方」

について検討・見直しが必要です。

　多様な事業手法・効果的なサービスの提供方法を検証し、施設の管理運営についても引き続き見直しを図っていきます。

　なお、下記「外部評価」の意見を合わせて本施設グループの「あり方方針」とし、着実に取組を推進していきます。

●庁内評価のとおり

（補記事項）

　今後も少子高齢化の進行が見込まれる中、幅広い世代の多様な課題に対応する保健センターの役割は大きい。長期的な視

点に立ってそれぞれの地域の保健事業のあり方を検討し、事業の活性化、健康寿命の延伸に繋げられたい。
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